
第1層
瀬戸市圏域



人口：129,550人

老年人口：38,098人

高齢化率：29.4％

（令和元年4月1日現在）

瀬戸市の状況



主な活動 ①
地域包括支援センターとの情報共有

（４地域包括支援センター）

・地域包括支援センターの担当者会議に参加

・第２層生活支援CNが配置されていない地域包括

支援センターへの訪問



主な活動 ②
他関係機関との情報共有

（ケアマネジャー・自治会協働部会）

・主任ケアマネジャーが地域のケアマネを対象に

開催した研修に参加

（要介護者を支えるために必要なサービス・

社会資源について）

・自治会協働部会の会議への定期的な参加

（よりどころプロジェクトの進捗状況について）



主な活動 ③
地域福祉活動計画に盛り込んだ様々な事業を活用
した地域課題への取り組み・ニーズ把握

地域福祉活動計画策定にむけて

・アンケートの実施

・瀬戸市内全域で地域懇談会を開催。
→ 延べ ５３９名の参加
「近所付き合いが少ない」
「みんなで集まる場所が欲しい」
「移動手段がない」
「買い物に困る」 など

「地域の声」に対して
できること



地域福祉活動計画に盛り込んだ事業

・『 』プロジェクトの推進

36ヶ所（9月末時点）

・ やすらぎ会館のバスを活用した買い物ツアー

の実施と地域住民のニーズ把握



地域の居場所 『 』 プロジェクト概要

・ 認定証・『 』 看板の設置

・ 社協ホームページ・社協だよりでの周知

・ 実施運営に必要な情報提供

・ 『 』の設置・運営に関する費用の一部助成

地域住民の活動への後方支援



・社協だより4月号で、概要の紹介

相談内容：自宅でやってみたい。

空き家を開放したい。

自分達がやっているのは該当してくるのか？

・社協だより10月号から地域のよりどころを紹介

問い合わせ ８件 （10月15日現在）

相談内容： 外出の機会が欲しい。

家にいても一人なので誰かと話がしたい。

自分の家の近くにはないか？

『 』 プロジェクトの効果



主な活動 ④
生活支援CNの配置されていない4圏域への関わり

・地域住民・関係機関からの要望があった際の対応

・社会福祉協議会が、昨年度から配置している

地域担当職員への情報提供・調整・担当連絡会議の

開催



瀬戸市の課題＜昨年の協議体から＞

① 「担い手不足」

② 「移動の問題」

③ 「買い物支援」



生活支援CN（1層・2層）
上半期（４月～9月）の報告から

困りごと
第１層
全市＋

その他４圏域

第２層
３圏域

合計

担い手不足 １４ ３３ ４７

移動 １７ ３３ ５０

買い物 １３ ２５ ３８

居場所 ５０ ９５ １４５

上半期（４月～９月）
カテゴリー別相談内容分類 （総活動件数 223件）

＜複数選択可能＞
移動, 50

担い手不足, 47

買い物, 38

居場所, 145

相談内容

移動 担い手不足 買い物 居場所



活動をふりかえって ①
買い物・移動
・瀬戸市内では地域性の違いによって、緊急性の差異はあるが、

生活をしていく上で問題を抱えている。

・免許証返納後の移動について問題を抱えている人も多い。

地域の担い手の高齢化・人手不足
・地域活動に参加する担い手の不足から同じ人が様々な団体の

役員を務めている。

・身近な場所に出かけられることで担い手になることも可能。

・趣味や特技が活かされる場になる。



地域の困りごとの聞き取り

・本当に困っている方の声。支援を必要としている方の声。

を聞き取ることの難しさ → 居場所を活用した聞き取りの強化。

迅速に対応することでつながる支援の効果

・4圏域の2層生活CNが配置されていないところを含め、社協では地域

担当制を敷いています。

→ 各地域に生活支援CNが配置されることの重要性！！

活動をふりかえって ②



地域の居場所の必要性

・公民館までが行けない。

身近な場所に出かけられる場所がない。

→歩いて出かけられる居場所があることで、近隣との交流ができ

る。世代を超えた関係性・支えあいが生まれる。

・今までは、聞くことのできなかった住民の声の聞き取りや

住民の新たな活躍の場所になる。

活動をふりかえって ③


